
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

富士山  
８月11日は山の日です。日本最高峰で、世界文化遺産にも登録されている富士山に 

一度は登ってみたい、登るのは無理でも観に行きたいと思われている方も多いのでは 

ないでしょうか。 

今回は、そんな富士山が出てくる物語や富士山に関する本をご紹介します。 

 

・ようこそ!富士山測候所へ 長谷川 敦 旬報社 451.2－ハ 
富士山測候所は、日本で一番高いところにある測候所です。ところが、2004 年に無人化さ

れることになり、科学者たちが設置していた観測機器も撤去しないといけなくなります。そ
こで科学者たちは「ここでしかできない研究」を続けるために行動を起こします。 

・富士山百画 富士山世界文化遺産登録推進両県合同会議 美術出版社 720.8－フ 
日本人の心の故郷でもある富士山は、現代までに、絵巻、屏風絵、襖絵、掛け軸、版画な

ど、さまざまな形式の数多くの作品に描かれています。この本では、『聖徳太子絵伝』から横
山大観まで、代表的な画家百人の名作を１点ずつ選んで、紹介しています。 

・富士山の観察図鑑 武田 康男 緑書房 291.5－タ 
季節や時間によって多彩な表情を見せる富士山周辺の空のようすを紹介するとともに、観察する
ときに役立つ情報を示しています。そのほか、文化、環境、登山の楽しみ方など富士山に関して幅広
く知識を得ることができます。 

・富士日記（全 3巻） 武田 百合子 中央公論新社 915.6－タ 
夫、武田泰淳と過ごした富士山麓での昭和三十九年七月から五十一年九月までの十三年間

を綴った日記。様々な文学関係者や土地の人々との交流を書き留めています。また、当時の
食事や買い物などの日常を知ることができ、とても興味深いです。 

・芙蓉の人  新田 次郎 文藝春秋 F－ニ 
富士山の頂に観測所を設置して一年中観測をつづければ、天気予報は当るようになると考

えた野中到は、冬の富士山での観測を開始します。そんな到のところへある日、妻千代子が
訪ねてきます。千代子は、一緒に越冬する覚悟で富士山頂にやってきたのでした。 

    
・富士山を知る事典 渡邊 定元／ほか編 日外アソシエーツ 291.5－フ 

・富士山と日本人 遠山 敦子／編 静岡新聞社 291.5－フ   

・北斎富嶽二〇〇景 葛飾 北斎／画 平凡社 721.8－カ   

・富士山の文学 久保田 淳 文藝春秋 910.2－ク 

・富岳百景・走れメロス 太宰 治 岩波書店ほか Ｆ－ダ 
 

                    

■■ 図書館カレンダー ■■ 
 

★開館時間 月～土曜日： 午前10時～午後8時  日・祝休日： 午前10時～午後6時 

★休 館 日 第２・第４月曜日（祝日のときは翌日が休館）、資料整理期間、年末年始（12/29～1/3） 

【８月の休館日】 13日 (火) 、26日 (月) 【９月の休館日】 ９日 (月) 、24日（火）  
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図書館からのお知らせ 

 
 

● スマートフォンの画面で貸出できるようになりました ！！ 
８月1日（木）より、従来の図書館カードに加え、スマートフォンやタブ 

レット画面等でも、図書館カードの貸出バーコードを表示させて、貸出がで 

きるようになりました。 

カードを持ち歩かなくても、スマートフォンがあれば、本を借りていただ 

くことが可能です。 

利用方法等の詳細については、専用のチラシをご覧いただくか、職員にお 

尋ねください。 

 

●第１７１回芥川賞・直木賞の受賞作が発表されました！！7/17発表 

★惜しくも受賞には至りませんでしたが、こんな本も候補に入っていました。 

芥川賞 ▽「転の声」 尾崎 世界観 文藝春秋 （Ｆ－オ） 

 ▽「海岸通り」 坂崎 かおる 文藝春秋 （Ｆ－サ） 

 ▽「いなくなくならなくならないで」 向坂 くじら 河出書房新社 （Ｆ－サ） 

直木賞 ▽「地雷グリコ」 青崎 有吾 KADOKAWA （Ｆ－ア） 

 ▽「令和元年の人生ゲーム」 麻布 競馬場 文藝春秋 （Ｆ－ア） 

 ▽「われは熊楠」 岩井 圭也 文藝春秋 （Ｆ－イ） 

 ▽「あいにくあんたのためじゃない」 柚木 麻子 新潮社 （Ｆ－ユ） 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

●親子えほんの会（毎月第１金曜日） 
 

日 時 ８月２日（金） 

①午前10時30分～10時45分 

②午前11時～11時20分 

対 象    ①０歳の子どもと保護者 

②１歳から３歳までの 

子どもと保護者 

定 員 各15組（先着順） 

●えほんのじかん（毎月第２・４土曜日） 

日 時  ８月10日、24日（土）午後２時～２時30分 

対 象   ３歳以上の子ども   定 員  30人 
 

●おはなし会（毎月第１・３・５土曜日） 

日 時  ８月３日、17日、31日（土） 

午後２時～２時30分 

対 象  ４歳以上の子ども   定 員  30人 

すべて開催場所は「おはなしのへや」です。 

芥川賞 サンショウウオの四十九日  朝比奈 秋 新潮社 Ｆ－ア 

バリ山行 松永 Ｋ 三蔵 講談社 （受入予定） 

直木賞 ツミデミック 一穂 ミチ 光文社 Ｆ－イ 

 


